
応用確率統計（演習 10） 平成 25年 12月 12日 

問 1 

(x,y)の実験データがあり、その誤差の二乗の和は、

以下のように表すことができる。 
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(xi,yi)は i番目のデータ、Nはデータの個数である。 

この時誤差が最小になる a,bを求めよ。（最小二乗法） 

 

解答 

a も b も 2 次式でその係数は正の値なので最小値が

ある。誤差の最小値は、それぞれ偏微分した値がゼロ

となるときに得ることができる。 
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これは aと bの連立方程式である。すなわち、 
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である。これを解くと、 
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となる。 

 

以上 

  

問 2 

 次の四点（２，２），（３，４），（５，６），（７，９）

を近似する直線が y=ax+b とする。最小二乗法を用い

て係数 aと bを求めよ。 

 

解答 

 問１の結果を利用する。 
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以上の値を問１の結果に代入する。 

a=1.34 , b=0.44 

以上 

 

 

 


